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結果 

• 欲しい商品の発売日前に通知するシステム
を提案できた 

• このシステムのプロタイプ実装を行い、一部
機能を実装することができた 
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背景・目的 

• 人は買い忘れする 

• 漫画、ゲーム、音楽CD、DVDなどの商品を買
い忘れないようにしたい 

• その発売日のメモを取る手間を省き、かつ、
本人に忘れないようにすることが必要 

 

• 必要な仕組みを構築することにより、買い忘
れをなくすことを目指す 

 
3 



現状と問題点 

• 一般的な記憶方法：メモを取る 

–手間がかかる 

–取らないと買い忘れが起きる 

• 買い忘れが起きる 

–またお店に行かなければならないので時間の無
駄になる 

• 通販の場合買い忘れはまず起きない 

– しかしその場で商品を手に入れることができない 
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買い忘れを無くすのに利用できそうな
サービスの比較 

  メール
機能 

カレン
ダー表
示 

一覧表示 並び替
え 

Googleカ
レンダー 

RSS 

新刊・新作カレン
ダー 

△ ○ ○ × ○ ○ 

ブックスケジュー
ラー 

○ × △ ○ ○ × 

新刊.net ○ × △ × ○ ○ 

リリースチェッカー × × △ × × ○ 

株式会社大洋社 × × ○ ○ × × 

Amazon.co.jp 情報
配信サービス ○ × × × × × 
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メモを取らずに買い忘れを無くすことができそう
なサービスは新刊・新作カレンダーだった。 
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新刊・新作カレンダーの問題点 

• Googleカレンダーの機能を使いメールで通知
することができる。 

• しかしGoogleカレンダーに登録する際に商品
を一つずつ登録しなければならない。 

• 購入する商品が多い場合一つずつ登録する
のには手間がかかってしまう。 
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解決法の提案 

• 新刊・新作カレンダーの機能でも十分利用で
きるが、通知する商品の登録をまとめて行う
ことができれば利便性はさらに向上する。 

 

• 商品の登録をまとめて行う場合カレンダーに
商品を表示するより発売日順で商品の情報
を一覧表示し選択できるようにした方が使い
勝手が良い。 
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求められる機能 

• 商品の情報を発売日順に表示して、ほしい商
品をまとめて登録できる機能 

• 商品の情報を発売日順のほかに著者名順、
出版社順などに並び替えを行う機能 
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システムの構成 

 

10 



アプリケーションのイメージ 
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実装した機能一覧 

• 商品のジャンルを指定してキーワードで検索 

• 商品情報を発売日順に表示 

• 商品をまとめて選択して登録 

• 発売日までの日数を表示する機能 
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実装：「商品の検索と選択」 
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検索画面 

検索結果を表示して選択 



実装「商品の登録と確認」 
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登録完了画面 

登録した商品の確認 



新刊・新作カレンダーとの比較と評価 

  ジャンル
別のみで
の一覧
表示 

発売日
順での表
示 

並び替え 通知機
能 

まとめて
登録 

実装した
システム 

× ○ × △ ○ 

新刊・新
作カレン
ダー 

○ ○ × ○ × 
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考察 

• ほしい商品をまとめてデータベースに登録を
行い、商品の発売までの日数を表示する機
能を実現した 

• 商品購入時に買い忘れを無くすという本研究
の目的は、おおむね達成することができた 

• しかし、ジャンル別のみで商品情報を表示す
る機能が実装できなかったため、検索キー
ワードが無いと商品検索が行えないという問
題点が残った 
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今後の課題 

以下の実装を目指す 

• ジャンル別のみでの検索機能 

• メールでの通知機能 

• 商品一覧の並び替え 

 

これらの機能があることでアプリケーションの利
便性、効率性の向上を図れる。 
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以上で発表を終わりにします。 

ありがとうございました。 
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